
　
東
京
都
は
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
防
災
対
策
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
首
都
直
下
型
地
震
な
ど
、
東
京

周
辺
を
震
源
と
す
る
四
つ
の
地
震
の
被
害
想
定
を
２
０
１
２
年
４
月
に
公
表
し
、
９
月
に
は
地
域
防
災
計
画
を

修
正
し
た
。
建
物
の
耐
震
化
や
帰
宅
困
難
者
対
策
な
ど
を
強
化
し
、
首
都
機
能
の
維
持
を
目
指
す
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
評
価
委
員
会
も
自
然
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
は
大
き
な
懸
念
を
示
さ
ず
、
安
心
・
安
全
な
東
京
へ
の
理
解

は
深
ま
っ
た
よ
う
だ
。

建物の耐震化・帰宅困難者対策を強化
千代田区が 日に実施した帰宅困難者対応の訓練には外国人も参加（新丸ビル 階）

東
京
都
の
防
災
対
策

都内では大地震への備えが進んでいる

繁華街では帰宅困難者の受け入れ態勢
づくりが急がれる
五輪評価委のリーディー委員長は７日
の会見で自然リスクなどについて「報告
書の提出を（東京の招致委に）要請し、
了解した」と懸念を示さなかった

機
関
・
都
民
と
の
認
識
醸
成

五輪評価委も懸念示さず

　　 ２０１３年 平成２５年 ３月２６日 火曜日 【広告特集】 （ ）

震
災
翌
日
の

日
午
前
に
復

旧
し
た
後
も
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
で

は
混
乱
回
避
の
た
め
改
札
内

へ
の
入
場
制
限
で
地
下
道
に

乗
客
が
滞
留

年
３
月

日
▲

首
都
機
能
維
持
へ

　
都
は
東
京
湾
北
部
と
多
摩

地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
震
源
と
す

る
直
下
型
地
震
、
過
去
の
記

録
で
東
京
に
最
も
大
き
な
津

波
が
押
し
寄
せ
た
と
さ
れ
る

１
７
０
３
年
の
元
禄
関
東
地

震
を
モ
デ
ル
と
し
た
海
溝
型

地
震
、
活
断
層
で
起
こ
る
地

震
の
被
害
想
定
を
ま
と
め

た
。
震
度
６
強
以
上
の
範
囲

が
東
京
湾
北
部
地
震
で

区

内
の
約
７
割
、
多
摩
直
下
地

震
で
多
摩
地
域
の
約
４
割
に

上
り
、
大
き
な
被
害
が
発
生

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

の
東
京
湾
北
部
地
震
が
冬

時
、
風
速
８

の
状
況
で
起

き
た
場
合
、
最
大
で
死
者
約

９
７
０
０
人
、
負
傷
者
約

万
７
６
０
０
人
、
建
物
被
害

約

万
４
３
０
０
棟
に
上
る

と
し
て
い
る
。
従
来
の
想
定

に
比
べ
て
死
者
が
約
３
３
０

０
人
増
え
た
一
方
、
耐
震
性

の
強
化
に
よ
り
建
物
被
害
が

約

万
７
３
０
０
棟
下
回
っ

た
。
区
内
の
木
造
住
宅
が
密

集
す
る
地
域
で
建
物
倒
壊
や

焼
失
な
ど
の
被
害
が
大
き
い

と
し
て
い
る
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

の
多
摩
直
下
地
震
が
起
き
る

と
、
最
大
で
死
者
約
４
７
０

０
人
、
負
傷
者
約

万
１
１

０
０
人
、
建
物
被
害
約

万

９
５
０
０
棟
と
予
測
し
て
い

る
。
東
京
湾
北
部
地
震
に
比

べ
て
被
害
は
小
さ
い
も
の

の
、
多
摩
地
域
に
は
多
く
の

中
小
企
業
が
集
積
し
て
お

り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

寸
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
都
内
の
モ
ノ
づ
く
り
に

と
っ
て
、
多
摩
直
下
地
震
は

大
き
な
リ
ス
ク
だ
。

　
元
禄
関
東
地
震
を
モ
デ
ル

に
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

・
２
の
海
溝
型
地
震
が
起
き

た
場
合
、
津
波
の
発
生
を
想

定
し
て
い
る
。
品
川
区
で
津

波
の
高
さ
が
最
大
２
・

、
江
東
区
で
同
２
・

、
港
区
で
同
２
・

、

大
田
区
で
同
２
・

。

「
河
川
敷
な
ど
の
一
部
で
浸

水
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

の
、
死
者
な
ど
の
大
き
な
被

害
は
発
生
し
な
い
」

都
総

務
局

と
し
て
い
る
。

　
た
だ
水
門
が
閉
鎖
で
き
な

か
っ
た
場
合
の
浸
水
の
被
害

を
全
壊
２
３
０
棟
、
半
壊
２

３
０
９
棟
と
想
定
し
た
。
最

も
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ

る
の
が
大
田
区
で
、
全
壊

棟
、
半
壊
１
０
２
０
棟
。
中

小
企
業
の
工
場
が
非
常
に
多

く
、
被
害
想
定
に
基
づ
い
て

津
波
へ
の
備
え
が
必
要
だ
。

　
ま
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

・
４
の
立
川
断
層
帯
地
震
が

発
生
す
る
と
、
最
大
で
死
者

約
２
６
０
０
人
、
負
傷
者
約

３
万
１
７
０
０
人
、
建
物
被

害
約
８
万
５
７
０
０
棟
と
予

測
し
て
い
る
。
各
地
震
ご
と

に
液
状
化
現
象
の
被
害
も
算

出
し
、
東
京
湾
北
部
地
震
で

は
全
壊
が
約
１
１
０
０
棟
と

し
て
い
る
。
葛
飾
区
が
全
壊

２
１
６
棟
、
江
戸
川
区
が
同

２
１
５
棟
、
大
田
区
が
１
８

７
棟
な
ど
と
想
定
し
て
い

る
。防

災
計
画
を
修
正

　
都
は
被
害
想
定
を
踏
ま
え

て
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し

た
。
死
者
数
や
建
物
被
害
の

減
災
目
標
を
打
ち
出
し
、
地

震
、
津
波
に
強
い
都
市
づ
く

り
の
取
り
組
み
や
大
量
の
帰

宅
困
難
者
対
策
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。
東
京
を
襲
う
大
規

模
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
防
災
機
関
や
都
民
と

の
共
通
認
識
を
醸
成
し
、
首

都
機
能
を
保
つ
た
め
に
都
内

の
防
災
力
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
め
る
。

　
地
域
防
災
計
画
に
は
「
予

防
」
「
応
急
」
「
復
旧
」
の

災
害
発
生
前
後
の
状
況
に
応

じ
た
対
策
を
ま
と
め
た
。
発

生
後
の
対
応
手
順
も
明
確
化

し
て
い
る
。
東
京
湾
北
部
地

震
の
被
害
想
定
で
は
最
大
で

死
者
約
９
７
０
０
人
だ
が
、

同
計
画
に
約
６
割
減
ら
す
こ

と
を
示
し
た
。
建
物
の
全
壊

も
約

万
棟
か
ら
約

万
棟

減
ら
す
目
標
を
打
ち
出
し

た
。
そ
の
た
め
公
共
施
設
や

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
震

化
、
木
造
住
宅
が
密
集
す
る

地
域
の
不
燃
化
対
策
を
進
め

る
。

年
以
内
の
達
成
を
目

指
す
。

　
都
は
震
災
を
教
訓
に
液
状

化
現
象
に
よ
る
建
物
へ
の
被

害
を
抑
え
る
対
策
の
検
討
委

員
会
を

年
度
に
設
置
、
同

計
画
に
は

年
度
に
液
状
化

予
測
図
を
見
直
し
、
建
物
の

液
状
化
対
策
の
指
針
仮
称

を
作
成
す
る
こ
と
を
盛
り
込

ん
だ
。
高
層
ビ
ル
の
地
震
へ

の
備
え
と
し
て
、
業
界
団
体

と
連
携
し
た
燃
料
の
供
給
体

制
を
整
え
る
。
「
長
周
期
地

震
動
に
対
応
す
る
た
め
、
市

区
町
村
な
ど
と
家
具
の
転
倒

防
止
な
ど
に
取
り
組
む
」

都
総
合
防
災
部

考
え
。

　
津
波
対
策
も
進
め
る
。
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
２
の
海

溝
型
地
震
が
起
き
た
場
合
、

区
の
臨
海
部
に
津
波
が
押

し
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、

河
川
や
港
湾
施
設
の
耐
震
・

耐
水
対
策
に
取
り
組
む
。
大

田
区
内
に
設
置
し
て
い
る
南

前
堀
水
門
な
ど
を
廃
止
し
て

防
潮
堤
を
新
設
す
る
た
め
、

す
で
に
地
質
調
査
や
測
量
を

始
め
て
い
る
。
大
規
模
な
地

震
に
伴
っ
て
津
波
が
発
生
し

た
場
合
に
水
門
は
操
作
し
て

閉
鎖
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
防
潮
堤
は
水
門
に
比
べ

て
維
持
管
理
費
用
を
抑
え
ら

れ
る
と
い
う
。

来
月
か
ら
条
例
施
行

　
都
は
同
計
画
の
帰
宅
困
難

者
対
策
で
、
「
事
業
所
に
お

け
る
帰
宅
困
難
者
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
は
じ
め
五
つ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
と
り
ま

と
め
る
と
し
た
。
被
害
想
定

で
は
発
生
す
る
帰
宅
困
難
者

を
約
５
１
７
万
人
と
推
計
し

て
い
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
よ
り
一
斉
に
帰
宅
す
る

の
を
抑
制
す
る
。
都
の
施
設

も
一
時
的
な
滞
在
場
所
と
し

て
全
面
活
用
し
、
帰
宅
困
難

者
約
７
万
人
を
受
け
入
れ
る

よ
う
に
す
る
。
帰
宅
困
難
者

の
安
全
を
確
保
し
、
危
機
管

理
体
制
の
構
築
に
つ
な
げ

る
。

　
４
月
か
ら
帰
宅
困
難
者
対

策
条
例
も
施
行
す
る
。
企
業

に
３
日
分
の
飲
料
水
や
食
料

の
備
蓄
を
求
め
、
震
災
時
に

駅
や
公
園
な
ど
に
あ
ふ
れ
た

帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
態

勢
づ
く
り
を
急
ぐ
。
ま
た
中

小
企
業
の
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
も
支
援

し
、
災
害
対
策
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
。

　
都
は
地
震
発
生
後
の
対
応

も
重
視
し
、
同
計
画
に
電
力

や
通
信
、
上
下
水
道
、
ガ
ス

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

日
以

内
に

％
以
上
復
旧
す
る
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
。
「
被
災

者
の
生
活
を
支
え
、
都
内
の

早
期
の
再
生
に
つ
な
げ
る
」

同

考
え
。
首
都
直
下
型

地
震
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

中
、
同
計
画
を
災
害
対
策
の

向
上
に
役
立
て
る
。

　
都
は

年
度
予
算
案
で
防

災
力
の
強
化
に
１
５
３
９
億

円
を
計
上
し
た
。
公
共
施
設

の
耐
震
化
に
は
３
７
２
億
円

を
充
て
る
。
学
校
や
病
院
の

耐
震
性
を
高
め
る
た
め
改
修

費
用
を
助
成
す
る
。
天
井
や

外
壁
な
ど
の
部
材
の
耐
震
化

も
集
中
し
て
進
め
る
方
針
。

津
波
・
高
潮
対
策
が
２
６
４

億
円
で

年
度
に
比
べ
て
約

１
０
０
億
円
増
額
し
た
。
沿

岸
部
の
堤
防
や
水
門
の
ほ

か
、
島
し
ょ
部
の
漁
港
や
海

岸
保
全
施
設
の
整
備
を
進
め

て
津
波
に
備
え
る
。

　
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
不

燃
化
・
耐
震
化
に
は
１
８
２

億
円
を
計
上
し
た
。
区
が
策

定
す
る
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
い
て
不
燃
化
特
区
制
度

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
延

焼
の
遮
断
に
つ
な
が
る
路
線

整
備
を
強
化
す
る
。

　
首
都
直
下
型
地
震
や
南
海

ト
ラ
フ
付
近
を
震
源
と
す
る

巨
大
地
震
な
ど
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
ま
り
、
都
市
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
や
市

街
地
の
減
災
対
策
な
ど
防
災

力
の
向
上
は
待
っ
た
な
し
の

課
題
。
政
治
・
経
済
の
中
枢

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
企

業
が
集
中
し
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
首

都
機
能
を
維
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
都
に
は
万
全
の

備
え
が
求
め
ら
れ
る
。


